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－１－ 

は じ め に 

 市民の皆様や，交通安全指導員をはじめ交通事故防止に関わる関係機関･団体の皆

様には，平素から交通事故防止活動に深い御理解と，御尽力を賜り心より厚くお礼申

し上げます。 

 さて，平成３０年中における旭川市の交通事故発生状況でありますが 

        発生件数   ７２８件（前年比  ＋４５件） 

        死 者 数     ７名（前年比   ＋２名） 

        傷 者 数   ８５６名（前年比  ＋３９名） 

で，交通事故防止に携わる関係機関・団体・市民の皆様方の献身的な努力にも関わら

ず，前年とは一転，発生件数，死者数，傷者数とも増加という結果でありました。 

 とりわけ死者数は前年比２人増の７人で，うち５人（７１．４％）が６５歳以上の

高齢者であり，高齢社会の実態が反映された形となりました。 

 そのうちの２件は，まさに高齢運転者が高齢歩行者をはねるという極めて痛ましく

残念な事故でありました。 

近年は，全国的に交通事故死者数における高齢者の割合が高い傾向にあり，さらに

進展する高齢社会の中で高齢者が関わる重大事故の減少を図るうえにおいては，真に

実効性の高い事故防止対策の推進が重要であるといわれております。 

 旭川市内の交通事故発生実態をみますと，例年同様死傷事故の約６割が交差点及び

その付近において発生しており，その中で自転車・歩行者被害事故では被害者側にも，

交差点における一時不停止や道路への飛び出し，走行車両の直前直後の横断などルー

ル無視，マナー違反が多くみられます。 

 このような実態から，昨年同様交差点安全対策の強化が交通事故抑止を図る上にお

いて極めて重要であります。 

 当交通安全運動推進委員会といたしましては，関係各位とより一層連携を強化し，

高齢者に対する参加・体験・実践型の交通安全教育や，交差点におけるパトライト作

戦など「見せる警戒活動」の強化を図ると共に，交通安全教室などの機会を捉え交通

事故の撲滅に向け，交通ルールの遵守や思いやりのある交通マナーの実践が主体的に

行われるよう，啓蒙・啓発活動を推進して参りたいと考えております。 

  

本資料は，北海道警察旭川方面本部及び旭川中央警察署・旭川東警察署や上川総合

振興局の御協力をいただき，関係資料を基に平成３０年中に旭川市内で発生した交通

事故の状況を分析しまとめたものです。交通事故防止活動の推進に際し，参考にして

いただければ幸いと存じます。 

 

       平成３１年３月 

                    旭川市交通安全運動推進委員会 

                     会 長   西 川 将 人 
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Ⅱ　交通事故の分析【Ｐ６】
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　　３　信号機有無別交通事故発生状況　【Ｐ７】
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　　　（１）年齢層別発生状況　　（２）　歩行者の過失状況

　　８　自転車の交通事故発生状況　【Ｐ１５～１６】

　　　（１）年齢層別発生状況　　（２）　自転車の過失状況

　　９　旭川市の交通死亡事故発生状況　【Ｐ１７～１８】

　　　（１）月別　（２）年齢層別　 （３）路線別　 （４）類型別　（５）道路形状別

　　　（６）曜日別（７）時間帯別　 （８）違反別　 （９）地区別

　 　　(10) 平成３０年交通死亡事故発生状況一覧表 【Ｐ１９～２０】

Ⅲ　 過去10年間の状況【Ｐ２１～２３】
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　　１　類型別交通事故発生状況　【Ｐ６】
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Ⅰ　交通事故の概要【Ｐ３】
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Ⅰ 交通事故の概要 

 

  １ 旭川市・全道・全国の交通事故発生状況 

 

 

    （１）旭川市（確定数）                                                （ ▼減少） 

         平成３０年 平成２９年 増 減 増減率（％） 

 発生件数 ７２８ ６８３ ４５ ６．６ 

 死 者 数 ７ ５ ２ ４０．０ 

 傷 者 数 ８５６ ８１７ ３９ ４．８ 

 

      ・発生件数 １日あたり   １．９９件  １時間あたり   ０．０８件  

           ・死 者 数 １日あたり  ０．０２人    １時間あたり   ０．０００８人 

           ・傷 者 数  １日あたり  ２．３５人    １時間あたり   ０．１０人 

           ・１件あたり死傷者数   １．２０人 

           ＊傷者数８１７人中 軽傷７９３人 重傷６３人 

           ＊死者数７人の内，高齢者は５人（７１．４％ 男性２人・女性３人）       

 

           ＊警察署別内訳 

      

 
旭川中央警察署 旭川東警察署 高速道路 

平成３０年 平成２９年 平成３０年 平成２９年 平成３０年 平成２９年 

発生件数 ３１６ ３３２ ４１２ ３４９ ０ ２ 

死 者 数 ３ １ ４ ４ ０  

傷 者 数 ３６４ ３８７ ４９２ ４２８ ０ ２ 

 

 

    （２）全 道（確定数）                                                                                

    平成３０年 平成２９年 増 減 増減率（％） 

 発生件数 ９，９３１ １０，８１５ ▼８８４ ▼８．２ 

 死 者 数 １４１ １４８ ▼７ ▼４．７ 

 傷 者 数 １１，４９４ １２，６７３ ▼１，１７９ ▼９．３ 

・発生件数 １日あたり  ２７．２０件  １時間あたり    １．１３件             

・死 者 数 １日あたり   ０．３９人    １時間あたり    ０．０２人                        

・傷 者 数  １日あたり  ３１．４９人    １時間あたり    １．３１人             

          ・１件あたり死傷者数    １．１７人                                           

 

 

    （３）全 国（概数）                                       注 数値は概数です                                             

          平成３０年 平成２９年     増 減   増減率（％） 

 発生件数 ４３０，６０１ ４７２，１６５ ▼４１，５６４ ▼８．８ 

 死 者 数 ３，５３２ ３，６９４ ▼１６２ ▼４．４ 

 傷 者 数 ５２５，８４６ ５８０，８４７ ▼５５，００１ ▼９．５ 

・発生件数 １日あたり  １，１７９．７２件  １時間あたり  ４９．１５件                

・死 者 数 １日あたり       ９．６８人    １時間あたり    ０．４０人                

・傷 者 数  １日あたり  １，４４０．６７人    １時間あたり   ６０．０２人               

・１件あたり死傷者数       １．２３人 

            

（全国数値は警察庁交通局交通企画課資料に基づいています） 
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２ 旭川市における交通事故発生状況 

 （１）月別交通事故発生状況 

 

  旭川中央署 旭川東署 高速道路 合  計 

発生件数 死者数 傷者数 発生件数 死者数 傷者数 発生件数 死者数 傷者数 発生件数 死者数 傷者数 

１月 ３４  ４１ ４４  ５５    ７８  ９６ 

２月 ２３  ２４ ４１  ５７    ６４  ８１ 

３月 ４１  ４７ ４９  ５９    ９０  １０６ 

４月 １８  ２２ ２１  ２４    ３９  ４６ 

５月 ２３ １ ２９ ３６ １ ４１    ５９ ２ ７０ 

６月 ２０  ２１ ３７  ４３    ５７  ６４ 

７月 ３２  ３８ ２６  ３１    ５８  ６９ 

８月 ２６  ３２ ２７  ３４    ５３  ６６ 

９月 ２２  ２６ ３３ １ ３８    ５５ １ ６４ 

10月 ２７ １ ３０ ３３ １ ３７    ６０ ２ ６７ 

11月 １９  １９ ３２ １ ３６    ５１ １ ５５ 

12月 ３１ １ ３５ ３３  ３７    ６４ １ ７２ 

計 ３１６ ３ ３６４ ４１２ ４ ４９２ ０ ０ ０ ７２８ ７ ８５６ 

＊ 秋季から交通環境（特に路面状況）が悪化する冬期間にかけて多発している。  

                                

 

                                               

（２）曜日別交通事故発生状況 
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死 者 数 １ １  １ ４   ７ 
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車に気をつけてね！ 
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（３）時間帯別交通事故発生状況                

 

 0-2 2-4 4-6 6-8 8-10 10-12 12-14 14-16 16-18 18-20 20-22 22-24 計 

発生件数 ７ ６ ３ ５０ １１７ ９５ １０１ ８６ ９９ １０３ ４０ ２１ ７２８ 

死 者 数   １ ２      ３ １  ７ 

傷 者 数 ９ ６ ４ ５２ １３２ １０７ １２４ １０４ １２１ １２２ ４６ ２９ ８５６ 

＊ 発生時間帯については,ばらつきが見受けられるが， 死亡事故については,早朝と夕暮れ時から夜間にか

けての発生が多い。 

                                        

 

  

 

（４）路線別交通事故発生状況 

 

 国 道 道 道 市 道 高 速 指定自専道 他自専道 その他道路 合 計 

発生件数 １３７ １７０ ３８７    ３４ ７２８ 

死 者 数 ４ １ ２     ７ 

傷 者 数 １６９ １９９ ４５２    ３６ ８５６ 

＊ 発生の約半数（全体の 53.2％）が市道で，死者は７人中４人（約 57％）が国道である。 
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Ⅱ 交通事故の分析  

１ 類型別交通事故発生状況 

 平成３０年 平成２９年 

発生件数 死者数 傷者数 発生件数 死者数 傷者数 

人 

対 

車 

両 

対面通行中 ２  ２    

背面通行中 ２  ２    

横 

断 

中 

横断歩道 １５  １６ ２０  ２１ 

横断歩道付近 ４ １ ４    

歩道橋付近       

その他 ２０ ３ １７ １５ １ １４ 

計 ３９ ４ ３７ ３５ １ ３５ 

路上遊戯中 １  １    

路上作業中 ２  ２ ２  ２ 

路上停止中 ３  ３ ２  ２ 

その他 ２６  ２９ ２１  ２１ 

小  計 ７５ ４ ７６ ６０ １ ６０ 

自転車対車両 １１９ １ １１８ １０１  １０２ 

車 

両 

相 

互 

正面衝突 ２７ １ ４１ ２８ １ ３６ 

追突 
進行中 １８  ２２ ２３  ２８ 

その他 １６９  ２０４ １５９  ２１６ 

出会い頭 １８５  ２４１ １８９  ２３７ 

追い越し追い抜き時 １８  ２３ １３  １３ 

すれ違い時 ９  １０ ４  ４ 

左折時 ７  ７ ６  ９ 

右折 
右折直進 ３０  ３５ ３２ １ ３７ 

その他 １０  １１ ７  ９ 

その他 ５２  ５７ ５５ １ ６１ 

小  計 ５２５ １ ６５１ ５１６ ３ ６５０ 

車 
両 

単 

独 

衝
突 

工
作
物 

電柱 ２  ２ １  １ 

標識       

防護柵等    １ １  

その他 ４ １ ６ ３  ３ 

駐車車両衝突    １  １ 

路外逸脱       

その他 ３  ３    

小  計 ９ １ １１ ６ １ ５ 

踏  切       

合  計 ７２８ ７ ８５６ ６８３ ５ ８１７ 
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２ 道路形状別交通事故発生状況 

 

  

発生件数 構成比％ 死者数 構成比％ 傷者数 構成比％ 

30年 29年 30年 29年 30年 29年 30年 29年 30年 29年 30年 29年 

 

市 

 

街 

 

地

  

交

差

点 

交差点 353 318 48.5 46.6 4 2 57.1 40.0 411 379 48.0 46.4 

交差点付近 99 100 13.6 14.6 1  14.3  116 127 13.6 15.5 

   計 452 418 62.1 61.2 5 2 71.4 40.0 527 506 61.6 61.9 

単 

 

路 

トンネル  3  0.4      3  0.4 

カーブ    4 6 0.5 0.9     4 6 0.5 0.7 

その他    187 176 25.7 25.8     227 216 26.5 26.4 

そ の 他 32 32 4.4 4.7     34 35 4.0 4.3 

   小  計 675 635 92.7 93.0 5 2 71.4 40.0 792 766 92.5 93.8 

 

非 

 

市

  

街 

 

地 

交

差

点 

交差点    23 13 3.2 1.9     24 15 2.8 1.8 

交差点付近 7 5 1.0 0.7     7 5 0.8 0.6 

    計    30 18 4.1 2.6     31 20 3.6 2.4 

単 

 

路 

トンネル  1 6 0.1 0.9     1 6 0.1 0.7 

カーブ    1 4 0.1 0.6     1 4 0.1 0.5 

その他    19 17 2.6 2.5 2 3 28.6 60.0 29 18 3.4 2.2 

そ の 他  2 3 0.3 0.4     2 3 0.2 0.4 

   小  計  53 48 7.3 7.0 2 3 28.6 60.0 64 51 7.5 6.2 

      合  計 728 683 100.0 100.0 7 5 100.0 100.0 856 817 100.0 100.0 
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 発生件数 死者数 傷者数 

30年 29年 30年 29年 30年 29年 

 

市 

 

街 

 

地

  

交
差
点 

信号あり 182 162 1 1 212 193 

一停あり 105 111   125 134 

施設なし 66 45 3 1 74 52 

交
差
付
近 

信号あり 75 85   90 110 

一停あり 8 1   9 1 

施設なし 16 14 1  17 16 

そ の 他 223 217   265 260 

   小  計 675 635 5 2 792 766 

非 

 

市

 

街 

 

地 

交
差
点 

信号あり 8 1   9 1 

一停あり 11 8   11 10 

施設なし 4 4   4 4 

交
差
付
近 

信号あり 5 5   5 5 

一停あり       

施設なし 2    2  

そ の 他 23 30 2 3 33 31 

小  計 53 48 2  64 51 

      合  計 728 683 7 5 856 817 

Ｈ26 年 

＊市街地・非市街地ともに交差点及びその付近での発生が

多く，全体の 66.2%を占めている。 

 市街地では，全体の 65．0％を占めている。 

３ 信号機有無別発生状況 

小さな手 

上げたら 

大きな赤信号 
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４ シートベルト・ヘルメット着用状況 

５ 年齢層別状態別死傷者数 

（１）全年齢層の状況 

 

 平成 30 年 平成 29 年 

 四輪 

乗車中 

二輪 

乗車中 

自転車

乗用中 
歩行中 

電車 

汽車等 

計 四輪 

乗車中 

二輪 

乗車中 

自転車

乗用中 
歩行中 

電車 

汽車等 

計 

～15 23  19 7  49 17  18 5  40 

～19 18  25 4  47 18  22 3 1 44 

～24 23 1 13 6  43 50 1 5 7  63 

～29 77  3 2  82 69 1 2 1  73 

30 代 174 3 8 7  192 142  8 7  157 

40 代 151 5 10 13  179 157 2 8 9  176 

50 代 75 1 6 10  92 69  5 7  81 

～64 33 1 6 7  47 38  5 6  49 

65～ 80  29 23  132 90 1 29 18 1 139 

合計 654 11 119 79  863 650 5 102 63 2 822 
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200

～１５歳 ～１９歳 ～２４歳 ～２９歳 30代 40代 50代 ～６４ ６５～ 

四輪乗車中 二輪乗車中 自転車乗用中 歩行中 電車汽車等 

Ｈ ３ ０ 年 

 死者数 重傷者数 軽傷者数 

30年 29年 30年 29年 30年 29年 

 

シ
ー
ト
ベ
ル
ト 

着 

用 

2点3点式 1 2 22 20 577 583 

チャイルドシート     9 6 

 6歳未満     8 6 

非
着 

適用除外者     1 1 

その他 1 1 3 3 40 33 

着用不明  1     

合  計 2 4 25 23 627 623 

 

ヘ
ル
メ
ッ
ト 

着 

用 

離脱       

離脱なし   4 3 10 10 

離脱不明       

 非着用   22 10 93 84 

 着用不明       

合  計   26 13 103 94 
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0

10

20

30

40

幼児 小学生 中学生 高校生 

こどもの死傷者数 

その他 

自動車同乗中 

バイク乗車中 

自転車乗用中 

歩行中 

（２）こどもの状況 

＊ 傷者の半数（50.0%）が自転車乗用中である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３） 高齢者の状況 

＊ 交通事故死者数 7 名中，5 名（71.4％）が高齢者である。 

＊ 車両運転中の死傷者は僅かに減少したが，歩行中の死者が３名増加した。 

 幼 児 小学生 中学生 高校生 計 

死者 傷者 死者 傷者 死者 傷者 死者 傷者 死者 傷者 

 

平

成 

30 

年 

歩行中  ３  ４    １  ８ 

自転車乗用中    ５  ９  ２３  ３７ 

バイク乗車中           

自動車同乗中  １１  ８  ２  ８  ２９ 

その他           

      計  １４  １７  １１  ３２  ７４ 

 

平

成 

29 

年 

歩行中  １  ４      ５ 

自転車乗用中  １  ７  ８  ２０  ３６ 

バイク乗車中           

自動車同乗中  ６  ７  １  １１  ２５ 

その他        １  １ 

      計  ８  １８  ９  ３２  ６７ 

 65～69 歳 70～74 歳 75～79 歳 80 歳以上 計 死傷者 

死者 傷者 死者 傷者 死者 傷者 死者 傷者 死者 傷者 構成率(%) 

 

 

平

成 

30 

年 

歩行中  ８  ３ ２ １ ２ ７ ４ １９ １７．４ 

自転車乗用中  １０  ６  ６  ７  ２９ ２２．０ 

原付･２輪乗車中            

原付･２輪同乗中            

車両運転中  ２３ １ １８  ８  １ １ ５０ ３８．６ 

車両同乗中    ７  １３  ３  ６  ２９ ２２．０ 

その他            

      計  ４８ １ ４０ ２ １８ ２ ２１ ５ １２７ １００．０ 

 

 

平

成 

29 

年 

歩行中  ４  ３  ４ １ ６ １ １７ １２．９ 

自転車乗用中  １２  ７  ７  ３  ２９ ２０．９ 

原付･２輪乗車中      １    １ ０．７ 

原付･２輪同乗中            

車両運転中 １ ２７ １ １８  ６  ７ ２ ５８ ４３．２ 

車両同乗中    １０  ３  ７  １０  ３０ ２１．６ 

その他        １  １ ０．７ 

      計 １ ５３ １ ３１  ２５ １ ２７ ３ １３６ １００．０ 

Ｈ30 年 
自転車と 

いつも一緒                                                  

ヘルメッ

ト 
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（４） 若年者の状況（１６歳～２４歳） 

 

 平成３０年 平成２９年  

 

 

 

 

 ＊ 若年者の死傷者数は年々

減少傾向にあり，本年も 

前年比で17名（約16%）減

少した。 

 ＊ 死者は，前年比で１名の増

加であった。 

       27年  86 名 

      28年 112 名 

      29年 107 名 

         30年  90 名 

死者数 傷者数 死者数 傷者数 

乗用車運転中  ２２  ５１ 

乗用車同乗中  １３  １５ 

貨物車運転中  ２  ２ 

貨物車同乗中 １ ３   

自動二輪車運転中  １  １ 

自動二輪車同乗中     

原付車運転中     

原付車同乗中     

自転車乗用中  ３８  ２７ 

歩行中  １０  １０ 

その他    １ 

計 １ ８９  １０７ 
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６ 第一当事者の交通事故発生状況   

    （１）状態別 

 平成３０年 平成２９年 

発生件数 構成率％ 発生件数 構成率％ 

自家用自動車 653 89.7 620 90.8 

運送事業用自動車 50 6.9 44 6.4 

二輪車     

自転車・歩行者 9 1.2 7 1.0 

特殊車 1 0.1 1 0.1 

 その他(不明） 15 2.1 11 1.6 

       計 728 100.0 683 100.0 

＊ 昨年と同じく，自家用自動車による事故が大半を占めている。 

  （２）事故原因別 

 発生件数 構成比％ 死者数 構成比％ 傷者数 構成比％ 

30年 29年 30年 29年 30年 29年 30年 29年 30年 29年 30年 29年 

酒酔い運転 2 2 0.3 0.3     3 2 0.4 0.2 

追越し運転 2 1 0.3 0.1     4 1 0.5 0.1 

通行区分違反 7 2 1.0 0.3 1  14.3  6 2 0.7 0.2 

歩行者妨害 10 10 1.4 1.5     10 11 1.2 1.3 

最高速度違反 1 1 0.1 0.1 1 1 14.3 20.0 2  0.2  

過労運転             

信号無視 45 46 6.2 6.7     63 56 7.4 6.9 

一時不停止 57 84 7.8 12.3     69 96 8.1 11.8 

車間距離  1  0.1      1  0.1 

踏切             

交差点安全通行 55 19 7.6 2.8 4  57.1  58 21 6.8 2.6 

交差点徐行 1 4 0.1 0.6     1 5 0.1 0.6 

右折 3 2 0.4 0.3     3 2 0.4 0.2 

左折 1 1 0.1 0.1     1 1 0.1 0.1 

整備不良             

安
全
運
転
義
務
違
反 

前方不注意 112 132 15.4 19.3 1 1 14.3 20.0 136 169 15.9 20.7 

動静不注視 59 60 8.1 8.8     65 80 7.6 9.8 

前左右不確認 166 146 22.8 21.4     189 170 22.1 20.8 

ハンドル操作 29 20 4.0 2.9  1  20.0 38 25 4.4 3.1 

ブレーキ操作 77 52 10.6 7.6     90 65 10.5 8.0 

安全速度 2 4 0.3 0.6     3 5 0.4 0.6 

後方不確認 50 63 6.9 9.2     56 71 6.5 8.7 

その他 20 5 2.7 0.7  1  20.0 25 4 2.9 0.5 

  小 計 515 482 70.7 70.6 1 3 14.3 60.0 602 589 70.3 72.1 

その他の違反 14 17 1.9 2.5  1  20.0 19 19 2.2 2.3 

  不 明 15 11 2.1 1.6     15 11 1.8 1.3 

 歩行者の違反             

   合  計 728 683 100.0 100.0 7 5 100.0 100.0 856 817 100.0 100.0 

酒気帯

(内数） 

0.25未満  2 0.3 0.3      2  0.2 

0.25以上 10 7 1.4 1.0  1  20.0 15 7 1.8 0.9 

無免許 (内数) 3 2 0.4 0.3 1  14.3  4 2 0.5 0.2 

   ＊「うっかり，ぼんやり型」の安全運転義務違反が全体の約 71％で最も多く，次いで一時不停止による事故が多い。 

急がない 

青しんごうでも 

左右見て 
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（３）年齢層別 

 

 発生件数 構成比 ％ 死者数 構成比 ％ 傷者数 構成比 ％ 

30年 29年 30年 29年 30年 29年 30年 29年 30年 29年 30年 29年 

 
 

 

ド 

ラ 

イ 

バ 

― 

|
 

  

１５歳以下 1  0.1      1  0.1  

１６～１９ 16 19 2.2 2.8 1 1 14.3 20.0 21 19 2.5 2.3 

２０～２４ 61 68 8.4 10.0 1  14.3  68 84 7.9 10.3 

２５～２９ 52 45 7.1 6.6     61 55 7.1 6.7 

３０歳代 95 105 13.0 15.4 1  14.3  126 126 14.7 15.4 

４０歳代 111 116 15.2 17.0  2  40.0 126 141 14.7 17.3 

５０歳代 90 90 12.4 13.2 1 1 14.3 20.0 103 105 12.0 12.9 

６０～６４ 65 46 8.9 6.7     85 56 9.9 6.9 

６５～６９ 67 55 9.2 8.1  1  20.0 75 65 8.8 8.0 

７０～７４ 65 59 8.9 8.6 2  28.6  73 69 8.5 8.4 

７５～７９ 47 39 6.5 5.7 1  14.3  55 48 6.4 5.9 

８０歳以上 34 23 4.7 3.4     38 31 4.4 3.8 

 小 計 704 665 96.7 97.4 7 5 100.0 100.0 832 799 97.2 97.8 

そ

の

他 

歩 行 者             

自 転 車 9 7 1.2 1.0     9 7 1.1 0.9 

その他不明 15 11 2.1 1.6     15 11 1.8 1.3 

    合 計    728 683 100.0 100.0 7 5 100.0 100.0 856 817 100.0 100.0 

＊ 発生件数では,高齢者運転者層と２５～２９歳代で増加したが，その他の年齢層では減少した。 

＊ 死者数については，７０代の高齢運転者が加害者となる事故が３件，若年運転者が加害者となる事

故が２件発生した。                          
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ハイビーム（照射距離約１００ｍ） 

ハイビーム 

  上手に使って 

     事故防止 

 

【H30 年警察庁長官賞】
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（４）通行目的別   

 

（５）事故車種の免許経過年数別 

 発生件数 構成比  ％ 死者数 傷者数 

30年 29年 30年 29年 30年 29年 30年 29年 

 

有

効

免

許

あ

り 

１年未満 20 25 2.7 3.7 1 1 23 30 

１年以上２年未満 18 23 2.5 3.4   18 26 

２年以上３年未満 16 19 2.2 2.8   17 23 

３年以上４年未満 10 16 1.4 2.3   15 18 

４年以上５年未満 26 21 3.6 3.1  1 29 30 

５年以上10年未満 63 42 8.7 6.1   75 53 

１０年以上 548 517 75.3 75.7 5 3 651 617 

小  計 701 663 96.3 97.1 6 5 828 797 

無 免 許 等 3 2 0.4 0.3 1  4 2 

調 査 不 能         

ドライバー

以外 

歩 行 者         

自 転 車 9 7 1.2 1.0   9 7 

そ の 他 15 11 2.1 1.6   15 11 

計 728 683 100.0 100.0 7 5 856 817 

  ＊ 10 年以上の運転経験者による事故が約 75％を占めている。 
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業務 通勤 通学 

観光

娯楽 

ドラ

イブ 
飲食 買物 訪問 送迎 通院 その他 不明 合計 

発 生 136 149 5 31 14 12 218 54 29 19 46 15 728 

死者数 2 2  1     1  1  7 

傷者数 153 172 5 43 17 18 258 68 34 20 53 15 856 

ちゅういして 

くるまがくるかも 

まがりかど 

 

 

見えてると 

思うなあぶない 

夜の道 
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７ 歩行者の交通事故発生状況                                             

（１）年齢層別発生状況 

 死者数 傷者数 計 構成比  ％ 

30年 29年 30年 29年 30年 29年 30年 29年 

２０歳未満   11 8 11 8 13.9 12.7 

 （
内 

数
） 

幼 児   3 1 3 1 3.8 1.6 

 小学生   4 4 4 4 5.1 6.3 

中学生         

高校生   1  1  1.3  

２０歳代   8 8 8 8 10.1 12.7 

３０歳代   7 7 7 7 8.9 11.1 

４０歳代   13 9 13 9 16.5 14.3 

５０歳代   10 7 10 7 12.7 11.1 

６０～６４歳   7 6 7 6 8.9 9.5 

高 

齢 

者 

齢 者 

 ６５～６９歳   8 4 8 4 10.1 6.3 

 ７０～７４歳   3 3 3 3 3.8 4.8 

 ７５～７９歳 2  1 4 3 4 3.8 6.3 

 ８０歳以上 2 1 7 6 9 7 11.4 11.1 

小 計 4 1 19 17 23 18 29.1 28.6 

計 4 1 75 62 79 63 100.0 100.0 

 ＊歩行者事故の死者数は，前年比 3 人，傷者数では 13 人増加した。 

＊高齢者が占める死傷者の割合は 29.1％となり，前年比で 0.5 ポイント増加した。 

（H26 年 35.6％  H27 年 42.9％  H28 年 38.6％  H29 年 28.6％  H30 年 29.1％） 

          

 （２）歩行者の過失状況 

  ＊ 全体の約２割強に歩行者側にも横断歩道外横断，飛び出し，走行車直前直後の横断などの過失がある。 

 中学生以下 高齢者 その他 計 構成比 ％ 

30年 29年 30年 29年 30年 29年 30年 29年 30年 29年 

信号無視     1  1  1.3  

左側通行    1    1  1.6 

車道通行     1  1  1.3  

行列等の通行違反           

横断歩道外の横断   6 2 1 2 7 4 8.9 6.3 

斜め横断    2 2  2 2 2.5 3.2 

駐停車直前直後の横断           

走行車直前直後の横断   1  1  2  2.5  

禁止場所の横断   1    1  1.3  

幼児の一人歩き 1      1  1.3  

酩酊徘徊ねそべり           

路上遊戯中 1      1  1.3  

路上作業中           

飛び出し 1 2    3 1 5 1.3 7.9 

その他の違反     2  2  2.5  

過失なし 4 3 15 13 41 35 60 51 75.9 81.0 

計 7 5 23 18 49 40 79 63 100.0 100.0 

 

とび出さない 

いったんとまっ

て 

みぎひだり 
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８ 自転車の交通事故発生状況 

    （１）年齢層別発生状況  

                                                  

 死者数 傷者数 計 構成比  ％ 

30年 29年 30年 29年 30年 29年 30年 29年 

２０歳未満   44 40 44 40 37.0 39.2 

 
（
内
数
） 

幼児    1  1  1.0 

小学生   5 7 5 7 4.2 6.9 

中学生   9 8 9 8 7.6 7.8 

高校生   23 20 23 20 19.3 19.6 

２０歳代   16 7 16 7 13.4 6.9 

３０歳代   8 8 8 8 6.7 7.8 

４０歳代   10 8 10 8 8.4 7.8 

５０歳代   6 5 6 5 5.0 4.9 

６０～６４ 1  5 5 6 5 5.0 4.9 

 

高

齢

者 

６５～６９   10 12 10 12 8.4 11.8 

７０～７４   6 7 6 7 5.0 6.9 

７５～７９   6 7 6 7 5.0 6.9 

８０歳以上   7 3 7 3 5.9 2.9 

小 計   29 29 29 29 24.4 28.4 

計 1  118 102 119 102 100.0 100.0 

＊ 傷者の約４割は，２０歳未満の若年者であり，２０歳代では前年比９人 

  （128.6％）の増加であり，若年層での事故が多い。   
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 （２）自転車の過失状況 

                                                                      

 中学生以下 高齢者 その他 計 構成比 ％ 

30年 29年 30年 29年 30年 29年 30年 29年 30年 29年 

信号無視   1  3 1 4 1 3.4 1.0 

通行禁止違反           

通行区分違反           

車両・通行帯違反           

横断・転回等違反           

通行妨害違反           

右折方法違反           

左折方法違反           

交差点安全進行義務違反 2  3  12  17  14.3  

一時不停止 1 2 1 1 3 3 5 6 4.2 5.9 

灯火違反           

安全不確認 1 2 1 8 6 7 8 17 6.7 16.7 

乗車不適当           

通行方法違反    1    1  1.0 

その他   1 4 3 3 4 7 3.4 6.9 

違反なし 10 12 22 15 49 43 81 70 68.1 68.6 

計 14 16 29 29 76 57 119 102 100.0 100.0 

 ＊「過失あり」が 38 件で 31.9％を占め，その約半数以上が交差点安全進行義務違反である。       
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９ 旭川市の交通死亡事故発生状況 

 （１）月別 

（ ▼減少） 

 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 計 

平成３０年     ２    １ ２ １ １ ７ 

平成２９年    １   １  １  ２  ５ 

  増 減    ▼１ ２  ▼１   ２ ▼１ １ ２ 

   

 （２）年齢層別 

 

 幼児 小 中 高 15以下 16-19 20代 30代 40代 50代 60代 70以上 計 

平成３０年      １     １ ５ ７ 

平成２９年         ２  １ ２ ５ 

  増 減      １   ▼２   ３ ２ 

 

               

 （３）路線別 

 

 国道12号 国道39号 国道40号 国道237号 他の国道 道 道 市 道 その他 計 

平成３０年 ３   １  １ ２  ７ 

平成２９年   １   ３ １  ５ 

  増 減 ３  ▼１ １  ▼２ １  ２ 

 
 

 （４）類型別 

                                                           

 
歩行者 

対 

車 両 

自転車 

対 

車 両 

         車  両  相  互 車  両 

 

単  独 

    

計 
正面衝突 追 突 出会頭 その他 小計 

平成３０年 ４ １ １    １ １ ７ 

平成２９年 １  １   ２ ３ １ ５ 

  増 減 ３ １    ▼２ ▼２  ２ 

                                                                                                  

 （５）道路形状別                                                   

 

 交差点 交差点付近 直線道路 トンネル カーブ屈折 その他 計 

平成３０年 ４ １ ２    ７ 

平成２９年 ２  ３    ５ 

増 減 ２ １ ▼１    ２ 

   

（６）曜日別  

                                                

 

 

 

（ 

 

 

                                                                                              

 日 月 火 水 木 金 土 計 

平成３０年 １ １  １ ４   ７ 

平成２９年  ２ １  １ １  ５ 

  増 減 １ ▼１ ▼１ １ ３ ▼１  ２ 

カチッとね ベルトが その笑顔  

 

全員の ベルトのカチャリが ゴーサ

イン 
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（７）時間帯別                                                                     

 0-2 2-4 4-6 6-8 8-10 10-12 12-14 14-16 16-18 18-20 20-22 22-24 計 

平成３０年   １ ２      ３ １  ７ 

平成２９年  １ １      ２ １   ５ 

増 減  ▼１  ２     ▼２ ２ １  ２ 

                                      

（８）違反別                         （９）地区別 

 

 

 
違反項目 

死者数             ・旭川中央署区域          ・旭川東署区域 

30年 29年  
地区名 

死者数  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地区名 
死者数  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

酒酔い   30年 29年 30年 29年 

追越し   西 １  新旭川 １  

通行区分 １  中央   朝日   

歩行者妨害   大成   啓明   

最高速度 １ １ 近文東   旭神  １ 

過労運転   近文西   東光 １  

信号無視   川端   東光南   

一時不停止   旭星   豊岡   

車間距離   旭星西   愛宕 １  

踏切   北星   東豊中央  １ 

交差点安全通行 ４  春光西   新豊岡   

交差点徐行   春光中央   東部東光   

右折   春光東   千代田   

左折   春光台   旭正   

整備不良   鷹の巣福祉村   東旭川中央   

 
 

安
全
運
転
義
務
違
反 

前方不注意 １ １ 末広中央   日の出・倉沼  １ 

動静不注意   末広   豊田   

前左右不確認   末広東   桜岡   

ハンドル操作  １ 東鷹栖中央   米飯・瑞穂   

ブレーキ操作   東鷹栖東  １ 神楽本町   

安全速度   東鷹栖西   神楽宮前   

後方不注意   東鷹栖北   高野   

その他  １ 江丹別   神楽岡   

 小 計  ３ 嵐山   神楽岡東   

その他の違反  １ 神居中央   緑が丘   

不明   神居東   西御料地 １  

自転車の通行方法   台場 １  緑が丘東   

歩行者の違反   神居雨紛   西神楽瑞穂   

合 計 ７ ５ 西神居   西神楽中央  １ 

  忠和 １  西神楽聖和   

市民委員会構成外   西神楽千代ヶ岡   

     計 ３ １ 永山第一   

 

 

 

 

永山第二   

永山第三   

合 計 
30年 29年  永山南   

７ ５  永山南西   

計 ４ ４  

大丈夫？ 昨日のお酒も 気を付けて 
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（１０） 平成３０年 交通死亡事故発生状況一覧表 

番号 
日    時  場       所 路線 事 故 態 様 死 亡 

事      故      状    況 

１ ５月１０日(木) 

４：５０ころ 

忠和７条２丁目 

忠和地区市民委員会 

国道 普通貨物単独(掲示板支柱に衝突) 

当事者  滝川市 

少年Ａ（16） 

同乗者  滝川市 

(助手席) 少年Ｂ(17) 

(後部席) 少年Ｃ(16) 

         少年Ｄ(16) 

少年Ｂ 

(17 歳) 

 １０日午前４時５０分ころ，旭川市忠和７条２丁目の国道で，ライトバンが道路脇の電光掲示板

の支柱に衝突，乗っていた４人のうち助手席にいた滝川市居住の少年Ｂ（１７）が全身を強く打ち，

搬送先の病院で死亡した｡運転手と後部席にいたいずれも１６歳の同市の３人も肋骨や足の骨を折

るなどのけがを負った。現場は片側２車線の直線道路で，旭川中心部から西に約５キロの地点｡当

時路面は乾燥しており，ブレーキ痕はなかったという。同署は事故原因を調べるとともに，乗って

いた４人の関係や運転の目的についても調べる。 

 

２ ５月３０日（水） 

１９：４７ころ 

緑が丘南５条１丁目 

西御料地地区市民委員会 

国道 普通乗用：歩行者(横断中)：普通乗用  

当事者 美瑛町Ａ（男性 39） 

        旭川市Ｂ（女性 75） 

        旭川市Ｃ（男性，年齢不詳） 

 

女性 B 

(75 歳) 

 ３０日午後７時４７分ころ，旭川市緑が丘南５の１の国道で，道路を横断していたＢさん（７５）

が，Ａ（３９）の運転する乗用車にはねられ，全身を強く打って搬送先の病院で死亡が確認された。 

 旭川東署によると，現場は片側２車線の直線道路。Ｂさんは自転車を押して横断していた。 

 ＡがＢさんをはねた直後，Ｃさんの車がＡの車に追突。Ｂさんは押し出されたＡの車の下敷きに

なったという。 

 同署が事故原因を調べている。 

  

３ 

 

 

 

 

９月２７日（木） 

２０：２０ころ 

 

 

豊岡８条５丁目 

愛宕地区市民委員会 

 

 

市道 普通乗用：歩行者（横断中） 

当事者 旭川市Ａ（男性 22） 

        旭川市Ｂ（女性 83） 

 

女性 B 

(83歳) 

 ２７日午後８時２０分ころ，旭川市豊岡８の５の市道で，道路を横断していたＢさん（８３）

が乗用車にはねられ，全身を強く打ってまもなく死亡した。 

 旭川東署は，自動車運転処罰法違反(過失致傷)の疑いで，乗用車を運転していたＡ容疑者(２２)

を現行犯逮捕した。 

 現場は片側１車線の直線道路で，同署が事故原因を調べている。 

 

４ １０月４日（木） 

 ７：４０ころ 

東８条４丁目 

新旭川地区市民委員会 

市道 大型トレーラー：自転車（左巻き込み） 

当事者 旭川市Ａ（男性 51） 

    旭川市Ｂ（男性 62） 

男性Ｂ 

(62歳) 

 ４日午前７時４０分ころ，旭川市東８の４の市道交差点で，自転車に乗っていたＢさん（６２）

が大型トレーラーにひかれ，頭を強く打ち死亡した。 

 旭川東署は，自動車運転処罰法違反（過失致傷）の疑いで，トレーラーを運転していたＡ容疑

者（５１）を現行犯逮捕した。 

 同署は，トレーラーが左折する際，自転車の男性を巻き込んだとみて調べている。 
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番号 
日    時  場       所 路線 事 故 態 様 死 亡 

事      故      状    況 

５ １０月１４日(日) 

１９：２０ころ 

曙１条８丁目 

西地区市民委員会 

国道 普通乗用(タクシー)：歩行者(横断中) 

当事者  旭川市Ａ（男性 71） 

         旭川市Ｂ（男性 84） 

男性Ｂ 

(84 歳) 

 １４日午後７時２０分ころ，旭川市曙１の８の国道で，道路を横断していたＢさん（８４）がタ

クシーにはねられ，胸などを強く打って搬送先の病院で死亡が確認された。 

旭川中央署は，自動車運転処罰法違反（過失致傷）の疑いで，タクシーを運転していたＡ容疑者

（７１）を現行犯逮捕した。 

同署によると，現場は信号機，横断歩道のない片側 2 車線の直線。タクシーに乗客 1 人が乗って

いたが，けがはなかった。 

 

６ １１月２９日（木） 

 １８：０５ころ 

東光２条５丁目 

東光地区市民委員会 

道道 普通乗用車：歩行者（横断中） 

当事者 旭川市Ａ（男性 78） 

    旭川市Ｂ（女性 79） 

女性Ｂ 

(79 歳) 

 ２９日午後６時５分ころ,旭川市東光２の５の道道で,道路を横断していたＢさん（７９）が乗用

車にはねられ，全身を強く打って搬送先の病院で死亡が確認された。 

 旭川東署は，自動車運転処罰法違反(過失致傷)の疑いで，乗用車を運転していたＡ容疑者（７８）

を現行犯逮捕した。 

 同署によると，現場は信号機,横断歩道のない片側２車線の直線道路。 

 

７ １２月１０日（月） 

  ６：４８ころ 

 

 

神居町春志内 

台場地区市民委員会 

国道 軽四乗用：大型クレーン車(正面衝突) 

当事者 旭川市Ａ（男性 70） 

    深川市Ｂ（男性 36） 

男性Ａ 

(70歳) 

 

 １０日午前６時４８分ころ，旭川市神居町春志内の国道で，Ａさん（７０）運転の軽四乗用車

とＢさん（３６）運転の大型クレーン車が正面衝突した。 

 Ａさんは胸などを強く打ち，搬送先の病院で死亡した。Ｂさんにけがはなかった。 

 旭川中央署によると，現場は片側１車線の直線で事故当時は吹雪だったという。 

 

 

 

 

 

  

交通事故死者７人，うち高齢者が５人(約７０％) 

Ｈ３０年旭川市内 

【高齢歩行者被害事故の特徴】 
★ 夕方から夜間（１６時～２２時）の発生が多い 

★ 市街地の交差点・交差点付近での発生が多い 

★ ７５歳以上の方が被害に遭うケースが多い 

★ 歩き馴れいる自宅周辺での被害が多い 

★ 横断の後半に左から来る車にはねられるケース 

が多い 
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Ⅲ 過去１０年間の状況 

  １  月別交通事故発生状況 

   （１）発生件数 

 ２１年 ２２年 ２３年 ２４年 ２５年 ２６年 ２７年 ２８年 ２９年 ３０年   ２２年 ２３年 ２４年 ２５年 ２６年 ２７年 ２８年 

 １月  １５６  １２２ １０３ １１６ １１８ ９４ ６９ ７７ ６３ ７８   １２２ １０３ １１６ １１８ ９４ ６９ ７７ 

 ２月  １２２  １２１ １２９ １２４ ９９ ８５ ５７ ７３ ８１ ６４   １２１ １２９ １２４ ９９ ８５ ５７ ７３ 

 ３月 １４３  １０８ ８９ １１８ ７３ ８４ ４０ ７７ ７１ ９０   １０８ ８９ １１８ ７３ ８４ ４０ ７７ 

 ４月    ９９    ８９ ７５ ９４ ７６ ３９ ４１ ４９ ４１ ３９     ８９ ７５ ９４ ７６ ３９ ４１ ４９ 

 ５月    ９１    ７５ ８６ ６４ ５６ ５１ ３５ ５９ ４７ ５９     ７５ ８６ ６４ ５６ ５１ ３５ ５９ 

 ６月  １００    ８６ ８５ ７９ ５４ ４６ ５３ ５２ ４４ ５７     ８６ ８５ ７９ ５４ ４６ ５３ ５２ 

 ７月 １２２    ８１ ８１ ７８ ９２ ６７ ５８ ４２ ５２ ５８     ８１ ８１ ７８ ９２ ６７ ５８ ４２ 

 ８月    ９７  １１７ ９３ ７８ ８９ ６５ ５１ ７４ ５４ ５３   １１７ ９３ ７８ ８９ ６５ ５１ ７４ 

 ９月  １１０  １０４ ９７ ７７ ７５ ５０ ４６ ５２ ５８ ５５   １０４ ９７ ７７ ７５ ５０ ４６ ５２ 

10月    ９４    ９８ １０２ ９０ ８２ ７９ ５８ ５５ ４８ ６０     ９８ １０２ ９０ ８２ ７９ ５８ ５５ 

11月  １０３  １１２ １０１ ８１ ８３ ７０ ６３ ６８ ５６ ５１   １１２ １０１ ８１ ８３ ７０ ６３ ６８ 

12月  １１３  １２９ １２３ ９３ ８０ ８３ ７４ ８５ ６８ ６４   １２９ １２３ ９３ ８０ ８３ ７４ ８５ 

計 1,350 1,242 1,164 1,092 977 813 645 763 683 728  1,242 1,164 1,092 977 813 645 763 

  

 

 

（２）死者数 

 ２１年 ２２年 ２３年 ２４年 ２５年 ２６年 ２７年 ２８年 ２９年 ３０年 

 １月   １    １ １     

 ２月          １    １   

 ３月             １ １   １ 1    

 ４月      １    １   １ １  

 ５月          １   1 １  ２ 

 ６月      １      ３  １  ４     

 ７月      ２  １   １ 1 １ １  

 ８月             ２  ２ １ １ 1    

 ９月      １      ４ １ １ １ ２  １ １ １ 

10月      １      １ １ １ １ １ 1   ２ 

11月             １  １ ２ １  １ ２ １ 

12月      １  １  １ １  １  １ 

計     ８ １２ ５ ８ ８ １３ ５ ７ ５ ７ 
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（３）傷者数 

 ２１年 ２２年 ２３年 ２４年 ２５年 ２６年 ２７年 ２８年 ２９年 ３０年 

１月  ２０１  １５５ １３２ １５０ １４４ １１８ ８８ ９１ ７８ ９６ 

 ２月  １４０  １５６ １６９ １５８ １１９ １０９ ６９ ９６ ９８ ８１ 

 ３月  １７８  １３２ １０５ １５９ ８６ １００ ４７ ９８ ９１ １０６ 

 ４月  １１４  １１０ ８２ １１５ ９３ ４８ ５０ ５７ ５２ ４６ 

 ５月  １１１    ８７ １１８ ８３ ６８ ６２ ４８ ６８ ５９ ７０ 

 ６月  １１４  １００ １１０ ９５ ６４ ５０ ６４ ６４ ５０ ６４ 

 ７月  １３９  １０１ ９１ ８８ １０５ ７３ ６６ ４９ ６１ ６９ 

 ８月  １１５  １４３ １０７ １０８ １１１ ７５ ５４ ９０ ６２ ６６ 

 ９月  １３２  １２２ １１６ ８８ ９１ ５８ ５９ ６６ ６８ ６４ 

10月  １１２  １２１ １１３ １０９ ９１ ９７ ７１ ６７ ５３ ６７ 

11月  １３２  １４７ １１６ ９５ ９６ ８７ ７４ ８０ ６６ ５５ 

12月  １３８  １６８ １５５ １１８ ９９ １０２ ９４ １０１ ７９ ７２ 

計  1,626  1,542  1,414  1,366  1,167   979   784 927 817 856 
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２ 旭川市・全道・全国の交通事故発生状況 

 発生件数 死 者 数 傷 者 数 

旭川市 全 道 全 国 旭川市 全 道 全 国 旭川市 全 道 全 国 

21年 1,350 19,503 737,628       8     218    4,968 1,626 23,855 911,215 

22年 1,242 18,088 725,903 12 215 4,922 1,542 22,096 896,294 

23年 1,164 16,395 692,056 5 190 4,663 1,414 19,705 854,610 

24年 1,092 14,973 665,138 8 200 4,411 1,366 18,048 825,396 

25年 977 13,722 629,021 8 184 4,373 1,167 16,247 781,494 

26年 813 12,274 573,842 13 169 4,113 979 14,571 711,374 

27年 645 11,123 536,899 5 177 4,117 784 13,117 666,023 

28年 763 11,329 499,232 7 158 3,904 927 13,489 617,931 

29年 683 10,815 472,165 5 148 3,694 817 12,673 580,847 

30年 728 9931 430,345 7 141 3,532 856 11494 524,695 

注～全国の数値は速報値であり，変更になる場合があります。 

 

 

 

３ 都道府県別交通事故死者数のワースト順位              

（▼減少） 

北海道 190 人で７位       169 人で７位     148 人で８位     141 人で８位 
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順位 ２１年 ２２年 ２３年 ２４年 ２５年 ２６年 ２７年 ２８年 ２９年 ３０年 

 

 １ 
愛 知 

２８１ 

▼３７ 

愛 知 

２５６ 

▼２５ 

愛 知 

２７６ 

 ２０ 

愛 知 

２３５ 

▼４１ 

愛 知 

２１９ 

▼１６ 

愛 知 

２０４ 

▼１５ 

愛 知 

２１３ 

  ９ 

愛 知 

２１２ 

  ▼１ 

愛 知 

２００ 

▼１２ 

愛 知 

１８９ 

▼１１ 

 

２ 
北海道 

２１８ 

▼１０ 

北海道 

２１５ 

 ▼３ 

東 京 

２１５ 

 

千 葉 

２０２ 

 ▼１ 

千 葉 

２０１ 

  ▼１ 

神奈川 

１８５ 

 １７ 

大 阪 

１９６ 

 ５３ 

千 葉 

１８５ 

 ５ 

埼 玉 

１７７ 

２６ 

千 葉 

１８６ 

３２ 

 

 ３ 
千 葉 

２０８ 

▼１７ 

東 京 

２１５ 

 １０ 

埼 玉 

２０７ 

  ９ 

北海道 

２００ 

 １０ 

兵 庫 

１８７ 

 ８ 

千 葉 

１８２ 

 ▼１９ 

千 葉 

１８０ 

 ▼２ 

大 阪 

１６１ 

 ▼３５ 

東 京 

１６４ 

５ 

埼 玉 

１７５ 

▼２ 

 

 ４ 
埼 玉 

２０７ 

  ▼２５ 

千 葉 

２１０ 

  ２ 

千 葉 

２０３ 

  ▼７ 

埼 玉 

２００ 

▼７ 

静 岡 

１８４ 

 ２９ 

兵 庫 

１８２ 

 ▼５ 

神奈川 

１７８ 

 ▼７ 

東 京 

１５９ 

 ▼２ 

兵 庫 

１６１ 

９ 

神奈川 

１６２ 

 １３ 

 

 ５ 
東 京 

２０５ 

▼１３ 

茨 城 

２０５ 

  ６ 

兵 庫 

１９８ 

 ６ 

東 京 

１８３ 

▼３２ 

北海道 

１８４ 

▼１６ 

埼 玉 

１７３ 

▼７ 

北海道 

１７７ 

  ８ 

北海道 

１５８ 

 ▼１９ 

千 葉 

１５４ 

▼３１ 

兵 庫 

１５２ 

▼９ 
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Ⅳ  旭川市の交通事故発生件数・死者数・傷者数一覧 

 

年 

   

発生件数 

 死 者 数 

65歳以上

 (内数) 

   

傷 者 数 
 

年 
   

発生件数 
 死 者 数 

65歳以上

  (内数) 

   

傷 者 数 

昭和４０ ４２２ １３  ４９９ 平成 ４ １，７９８ １８ ２ ２，２２４ 

昭和４１ ６４９ ２２  ７７０ 平成  ５   １，８３９ ２９ １０   ２，２３４ 

昭和４２ １，４２５ ２２  １，７７８ 平成  ６   １，７７９ ３３ １０   ２，１５４ 

昭和４３   ２，６６３ ２３   ３，５１８ 平成  ７   １，９３６ ２５ ８   ２，３３２ 

昭和４４   ３，２８９ ３４ ５   ４，３９１ 平成  ８   １，９２０ ２４ ８   ２，２９４ 

昭和４５   ２，８３７ ３５ １３   ３，９４９ 平成  ９   １，８２９ ３７ １１   ２，３５６ 

昭和４６   ２，５３９ ４３ １０   ３，４５９  平成１０   ２，０００ ２５ ９   ２，５９３ 

昭和４７   ２，１８６ ３６ ６   ３，０３３ 平成１１   ２，１５０ ２５ ８   ２，８４１ 

昭和４８   １，９４０ ２９ ６   ２，６８０ 平成１２   ２，３３３ ３０ ６   ２，９６１ 

昭和４９   １，４７６ ２１ ６   １，９６９ 平成１３   ２，２８４ ３０ １６   ２，９１５ 

昭和５０   １，２９６ ２３ ６   １，７０７ 平成１４   ２，１２３ １９ ７   ２，７２６ 

昭和５１   １，３０６ ２０ ４   １，６９８ 平成１５   ２，０４１ ２１ １２   ２，６１６ 

昭和５２   １，２７２ １８ ４   １，６４３ 平成１６   ２，０６０ １３ ６   ２，５６４ 

昭和５３   １，２２５ １３ ２   １，５６５ 平成１７   ２，０４３ １０ ８   ２，４４５ 

昭和５４   １，１５０ ２１ ８   １，３９６ 平成１８  １，９６２ １１ ７  ２，２７９ 

昭和５５   １，１０９ ２２ ４   １，４０９ 平成１９   １，７４９ １５ ７   ２，０７８ 

昭和５６   １，１６１ １７ ５   １，３９８ 平成２０   １，５５４ １３ ７   １，８９５ 

昭和５７   １，１４０ ２８ ６   １，４１６ 平成２１   １，３５０ ８ ７   １，６２６ 

昭和５８   １，０６１ １４ ７   １，３２３ 平成２２   １，２４２ １２  ３   １，５４２ 

昭和５９   １，１５１ ２３ ８   １，４１９ 平成２３   １，１６４ ５ ２   １，４１４ 

昭和６０   １，４００ １６ ８   １，７７７ 平成２４   １，０９２ ８ ４   １，３６６ 

昭和６１   １，６５１ ２４ ７   ２，０６７ 平成２５ ９７７ ８ ５ １，１６７ 

昭和６２   １，７２０ ２０ ５   ２，１７６ 平成２６ ８１３ １３ ８ ９７９ 

昭和６３   １，９００ １９ ７   ２，４０４ 平成２７ ６４５ ５ ３ ７８４ 

平成元年   １，９８３ ３２ １０   ２，５４５ 平成２８ ７６３ ７ ３ ９２７ 

平成 ２ １，７９５ ３５ １４ ２，３４４ 平成２９ ６８３ ５ ３ ８１７ 

平成  ３ １，７１９ ２１ ７ ２，２３５ 平成３０ ７２８ ７ ５ ８５６ 
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 ※平成１４年からは高速道路での事故発生件数数も含む
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 Ⅴ 交通死亡事故ゼロ達成日数（平成３０年１２月３１日現在） 

 

市民委員会名 達成日数 備  考 市民委員会名 達成日数 備  考 

西   ７８ 10/14 旭神 ５４２  

中央    １，４０１  東光 ３２ 11/29 

大成 ２，２３５  東光南 １，９６２  

近文東 ２，６２７  豊岡 １，２４１  

近文西 ４，１２９ ４千日 新豊岡 ４，１５５ ４千日 

川端 ７，８７２  愛宕 ９５ 9/27 

北星 ３，１１１ ３千日 東豊中央 ４６８  

旭星 １，４８５  東部東光 ２，３８２  

旭星西 ９，８６３  千代田 ４，５５３  

春光西 ４，０３７ ４千日 旭正 １，５６８  

春光中央 ５，３４９ ５千日 東旭川中央 ２，６４９  

春光東 １，９１５  日の出・倉沼 ６３０  

春光台 ７，９８２  豊田 ７，１１４ ７千日 

鷹の巣福祉村 １，７４４  桜岡 ５，１５６ ５千日 

末広中央 １，６５９  米飯・瑞穂 １５，２８３ １万５千日 

末広 １，６５７  神楽本町 １，４９４  

末広東 ２，８７１  神楽宮前 ６，８７３  

東鷹栖中央 ９７１  高野 ６，０４２ ６千日 

東鷹栖東 ４０３  神楽岡 １，０４４  

東鷹栖西 １４，３４４ １万４千日 神楽岡東 ５，４３６  

東鷹栖北 １８，２５７ １万８千日 緑が丘 ７，０５８ ７千日 

江丹別 ４，６５２  西御料地 ２１５ 5/30 

嵐山 ２，１８１  緑が丘東 ３，９０１  

神居中央 ９８８  西神楽瑞穂 ５，８７７  

神居東 ３，０４８ ３千日 西神楽中央 ４２０  

台場 ２１ 12/10 西神楽聖和 ７８０  

神居雨紛 ６，３４２ ６千日 千代ヶ岡 ２，９８３  

西神居 ３，６３８  永山第一 ２，２７９  

忠和 ２３５ 5/10 永山第二 １，５９３  

新旭川 ８８ 10/4 永山第三 ４，０５７ ４千日 

朝日 ５，４９７  永山南 ５，３３３ ５千日 

啓明 １，３３６  永山南西 １，８５２  

※備考欄の記述 

・「○千日」は，平成 30 年中に達成した３千日以上の記録。 

・「日付(△／□)」は死亡事故があった日。 

 

 

 

 

 

旭川市の事故ゼロ日達成 

最長記録１６７日 
平成２９年１１月２４日～ 

    平成３０年５月９日まで 

 

身につける 夜道のお守り 反射材 
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一口メモ 

  用   語                        説            明 

 

 交通事故 
  道路交通法に規定する「道路」で発生した「車輌等」（自動車，原動機付自転車，自転

車等の軽車両，トロリーバス，路面電車）の交通による死傷，物の損壊事故をいいます。 

 しかし，この統計書では，物の損壊事故のみで死傷事故とならなかった事故については

含まれていません。通常私たちが目にする交通事故統計は，この統計書のように，交通に

よる死傷事故のみを扱っているものがほとんどです。 

 

 死傷者 
  「死傷者」とは，道路交通法で規定される道路上で，車輌等および列車の交通によって

発生した事故で死傷した人をいいます。普通は「死者」「重傷者」「軽傷者」に区別され

ます。 

 この統計書では，例外的に表示する以外は「死者」と，重傷者と軽傷者を合わせた「傷

者」で表示しています。 

 「死者」とは，交通事故が発生してから２４時間以内に亡くなった人のみをいいます。

「３０日以内の死者」を計上している統計書もありますが，この統計書では２４時間以内

に亡くなった人のみを表しています。 

 

  第一当事者 
  交通事故に関わった全ての当事者の過失を調べ，基本的には，それらの過失が重い順に

当事者順位が定められます。 

 第一当事者は，犯した過失が他の当事者よりも相対的に重いと判断された当事者です。 

 当事者の過失が同程度と判断された時は，人身損傷の軽い順に当事者の順位が定めら 

れ，人身損傷が最も軽い当事者が第一当事者となります。 

 車輌の単独事故では，常にドライバーが第一当事者になります。また，歩行者に明らか

で重大な過失がある場合には，歩行者が第一当事者となります。 

 

 軽車両 

 

(自転車も車の

仲間です) 

 交通事故統計では，車両等(列車を含む)の運転者が当事者であるときは，運転中の 

「車両等」の種類をもって当事者とします。その種別は，「乗用車」「貨物車」「二輪

車」「歩行者」などの１１に区分されています。その１つが「軽車両」です。 

 この「軽車両」も， 

 ①自転車 

 ②駆動補助機付自転車 

 ③その他軽車両～リヤカー，荷車，牛車・馬車，馬・牛，犬ぞりなど 

の３種に区分されています。 

 

【平成 31 年期別運動】 

 

        

 

運  動  名 実 施 期 間 期 別 運 動 の 視 点 セーフテｨコール 

春の全国交通安全運動 ５／１１（土）～５／２０(月） 
  ○外出の機会が増える子供や活動期に

入る自転車利用者の事故防止 
５／１０ （金） 

夏の交通安全運動   ７／１１（木）～７／２０（土） 
 ○観光やレジャー等に伴う事故防止や二

輪車の事故防止と飲酒運転の根絶 
７／１１ （木） 

秋の全国交通安全運動   ９／２１（土）～９／３０（月） 
 ○夕暮れ時と夜間の高齢歩行者・自転

車の事故防止 
９／２０ （金） 

 

冬の交通安全運動 １１／１１（月）～１１／２０（水）   ○凍結路面でのスリップ事故防止 １１／１１（月） 

 

年間スローガン ストップ･ザ・交通事故 ～ めざせ 安全で安心な北海道 

～ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

         

 

 

平成３０年の交通事故統計 

交通安全は家庭から 
      

    平成３１年３月発行 

  旭川市交通安全運動推進委員会 

           会 長   西 川 将 人   

〶０７０－８５２５ 

旭川市６条通１０丁目旭川市 第三庁舎１階 

     旭川市 防災安全部 交通防犯課内 

      ☎（０１６６）２５－６２１５ 


